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いのち、食、農を
原点に貫き3期18年

現場置き去りにした漁業法の大改悪に抗議

TPP11や日米FTAなど、歯止めなき自由化に反対

2019年春号
●ホームページは 紙智子 検索

　政府与党は、70年ぶりの改定となる漁業法改悪案
をわずか 8時間45分だけの質疑で、採決を強行しま
した。紙議員が『水産の改革案』を出す前に、優先権
を廃止するよう求める要望や意見書は出されていた
のか」とただしたところ、政府は「承知していない」と
答えました。戦後の民主化の目玉である漁業調整委
員会の公選制を廃止し、漁業法の目的を骨抜きにす
るのは、沿岸漁業への企業参入を求める経済同友会
などの要望や政府の規制改革会議の意向に沿うもの

で、浜に混乱と対立を持ち込むものです。参考人から
は「戦後、漁業法が出来たとき、浜は喜びでわいた。今
は置き去り
にされてい
る」と述べま
した。

　年末に発効した環太平洋連携協定（TPP11）の農
林水産物の関税撤廃率は82.3％、即時撤廃品目は
53％です。2月に発効した欧州連合との日欧EPAは、
一部でTPP以上の自由化を受け入れました。アメリ
カが、さらなる自由化を求めて圧力をかけてくるのは
明らかです。多国籍企業の利益を最優先し、農業、
食の安全、地域経済を犠牲にするTPP11等からの離
脱、日米FTA交渉の中止を求めます。

11月5日、「水産改
革法案」緊急沿岸
漁民フォーラム

10月18日、「STOP! 日米FTA」全国農民連・官邸前抗議行動
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日本共産党
参議院議員

国会報告
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11月8日、外国人労働について
野党合同ヒアリング



●TPP等、自由化と対決
　安倍政権が強行したTPP（環太平洋
経済連携協定）、日豪EPAや日欧EPA
などと対決。紙議員は、食料自給率の低
下、生産基盤を弱体化させた農政を告
発し、地域に根ざした家族経営を応援
する政治への切り替えを求めました。

　2011年3月11日、東日本大震災発生直
後に現地に入り、東京電力福島原子力
発電所が事故を起こしたことを知らさ
れました。震災からすでに8年、住宅、

　北海道経済を支える農林漁業の再生
と、道民の生活を支え、物流の基軸で
あるJR北海道の存続が必要です。アイ
ヌ民族の権利の回復、日ロ領土問題の

●広がる種子法復活の共同
　種子法を廃止し民間企業に知見の提
供まで求める悪政に対して、国会では 6
野党・会派が種子法復活法案を提出し、
山形、新潟、富山、埼玉、兵庫などで条

●共同の力が制度を前進させる
　2014年に関東甲信越地方を襲った大
雪で、農業用ビニールハウスが倒壊する
被害が発生。紙議員は、直ちに調査に
入り従来の枠を超えた対策を求めると、
国は再建費用の9割まで支援する対策
を打ち出しました。農業者、地方議員団
の共同の成果です。また、高すぎる農業
機械や漁船、漁具などをリースする制度
を創設させるなど、生産者を応援する農
政を求めました。●企業のための農政から家族経営、地

域経済を支える農業へ
　安倍政権は、企業が一番活躍しやす
い日本にするために、農協解体、農業委
員会の公選制の廃止に続き、民間企業
の参入を促進するために農地法、卸売
市場法、森林経営管理法、漁業法など
の岩盤破壊を続け、農業者の生産の支

2014年の大雪　農業用ハウス被害調査「日本の種子を守る会」の請願署名提出行動

福島切り捨てを許すな！官邸前行動

北海道大地震・道路陥没現場調査

北海道労働組合総連合と懇談 鹿野文永・憲法9条を守る首長の会副会長と懇談全国シェルターネットシンポジウム 障害者基本法改正に向けたフォーラム

参議院TPP特別委員会

いのちを支える食料は日本の大地から

北海道の声を国政にとどけて18年！

えとなっていた所得補償も廃止しまし
た。農協法の質疑では与党の推薦人が
「だまし討ちにあったようだ」と述べ、卸
売市場法の質疑では「不公正な価格形
成が広がると地域経済が資本の原理で
動き、窒息しかねない」と指摘するなど、
現場を置き去りにした農政に怒りが広
がっています。

生業の再建、人がもどってこそ、地域の
復興です。原発ゼロ、いのちを大切にす
る政治への転換を求めます。

解決を求めるともに、昨年、北海道を
襲った大地震・ブラックアウト（全道停
電）からの復旧・復興のために全力で
取組んでいます。

被災地に通い続け8年、いのち、暮らしを復興する政治を

例制定が広がっています。「日本の種子
（たね）を守る会」は、種子法に代わる新
法の制定を求める署名約17万人分を国
会に提出しました。


